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1.人 間科 学科 の英語 力 リキ ュラム と 「英語 リフ レッシュ」

人文 社 会学 部 人間 科学 科 にお け る英語 教 育 の全 体 像 に関 して は 、す で に宮 田(1998)や 宮 田

(1999)に お い て紹介 した(注1)。 その 後 、名 古屋 市 立大学 では 、医 学部 ・薬 学部 ・経 済学 部

の旧教養部 時代 のカ リキ ュ ラムお よび 人文社 会 学部 ・芸術 工 学部 の新 しい カ リキュ ラムを見 直 し

て、それ らを統 合 した5学 部 共通 の教 養教 育 カ リキ ュ ラム を策定 し、2000(平 成12)年 度 よ り実

施 した。2003(平 成15)年 度 か らは 、 さ らに看護 学部 を加 えた6学 部 共通 の教養教 育 カ リキュ ラ

ムへ と移行す る ことにな った。

人文社 会学 部 では 、教養 教 育科 目の 「外 国語(英 語)」 に関 して は カ リキ ュラム 上の変 更 は な

く、唯一 の通年 科 目であ った 「応 用英 語 」(3年 生用 選択 科 目:2単 位)を 分割 して、他 の外 国

語科 目と同様 に半期(1単 位)の 「応 用英語Ⅰ 」 と 「応用 英語Ⅱ 」 にす る とい う手 直 しを行 った

だけであ った。 したが って 、人 間科学 科の英 語 カ リキ ュラム は学部 開設(1996年4月)以 来 、 同

一の 内容 とな ってい る
。 た だ し、担 当者 の交 替や移 動 が あ り、宮 田の場 合 、2年 生向 けの 「総 合

英語 」 につ いて、 「総合 英語Ⅰ 」(リ スニ ン グ分 野)お よび 「総合 英 語Ⅲ 」(ラ イテ ィ ング分 野)

か ら、 「総 合英 語Ⅱ 」(リ ー デ ィン グ分 野)お よび 「総 合英 語Ⅳ 」(カ レン ト ・ トピ ックス)へ と

担 当が変更 とな った。

本稿 では 、5学 部 共通 カ リキ ュ ラム が実施 され た2000年 度 よ り3年 間に わた り 「英語 リフ レ ッ

シュⅡ 」 で行 って きた 、多 読 の授 業 につ いて詳 しく報 告す る。 「英語 リフ レッシ ュ」 は 、 日本 語

の不必 要な介入 を避 け、 英文 レベル で の表現 力(リ フ レッシュⅠ:1年 前期)と 理 解力(リ フ レ

ッシュⅡ:1年 後 期)を 増 す ことを 目指す 科 目で あ った。 「英 語 リフ レッシ ュⅠ 」 の授 業展 開例

は、宮 田(1998)に て詳 しく報告 した。 ま た、 ここで紹介 した ジャー ナル ・ライ テ ィン グの理 論

的背景 につ いて は、宮 田編(2002)を ご覧 いた だ きたい(注2)。

「英語 リフ レッシュⅡ 」 の授 業 と しては 、宮 田(1999)の 第3節 にて述 べた よ うに、知 らな い

単語 が出て くる とす ぐに辞書 で調 べ る、すべ て 日本語 に訳 さない とわか らない 、訳 す ことはで き

て も筆者 の真 意 を理 解で きてい ない、英 語 で書 かれ た物語 を楽 しむ余裕 が ない 、そん な学 生 をな

くす こ とが で きれ ば成功 で あ る。 それ を実現 しよ うと宮 田が 取 り組 んだ授 業は 、つ ぎの3つ の タ

イプ に分 け られ る。

A)語 彙 レベル が学生 た ちの実 態 に合 ってお り、 内容理 解 を測 るための適 切 な練習 問題 が付 い

てい る教材 を用 いて、 日本語 の介 入 を低 く抑 えた授 業 を行 う。

B)1つ の物語 を鑑賞 す るた めの補 助教材 を作成 し、それ を活 用 した読 解 の授 業 を行 う。



C)各 自の学 カ レベ ル とベー ス に合 わせて速 読 を行 う基礎 訓練 を した り、学 生 自身 が選ん だ短

編 小説 な どを多読 す る(個 別学 習 の形態 を とる)。

97お よび99年 度 にAタ イプ 、96お よび98年 度 にBタ イ プの授 業 を実施 し、宮 田(1999)に お い

てBタ イ プの授 業 展 開 につ いて 報 告 した 。2000年 度 以 降 は 、 リー デ ィン グの 教 材 キ ッ ト"SRA

Reading　Laboratory"を 用 い て、Cタ イ プの授 業 に取 り組 ん だの であ る。

2.``SRA　 Reading　Laboratory　 とは?

SRAは 、 ア メ リカ合 衆 国に あ るScience　 Research　 Associatesと い う出版 社 の頭 文字 を とった もの

で あ る。"SRA　 Reading　 Laboratory"(以 下、SRAと 記す)は 、発 案者 のパー カー博 士(Dr.Don H.

Parker)は じめ 、多 くの共 同研 究者 に よって 開発 され た、 小～ 中学 生 向けの 教材 キ ッ トで あ る。

最初 の キ ッ トは、1957年 に出版 され て い る。 同僚 の外 国 人教 師の 中 には、 このキ ッ トに よる学 習

を小学校 時代 に体 験 した人 もい る。

そ の最大 の特長 は 、学習 者 の読 解 力 レベ ル に応 じて リーデ ィン グの個別 学習 がで き るよ うに、

難 易度 の異 な る10種 類 前後 の短 い読 み物 と練習 問題 、語彙 学習 、聞 き取 り練 習 な どの教材 を1つ

の箱 に収 め てい る ところ にあ る。 教師 用 の てい ね いな指 導 書(Teacher's Handbook)も 付 いて い

る。

SRAの キ ッ トは、読 み 物教 材 のReadabilityを 主 た る 目安 に して、1aか ら3bま で多数用意 され

て い る。 宮 田は前任 校(名 古 屋市 立保 育短 期大学:1997年3月 閉学)に お い て、 は じめてSRAの

2cの キ ッ トを使 用 した。 これ は、 ア メ リカの小 学校 のGrade4～6向 きの もので 、Readabilityが

3.0か ら9.0ま での読 み物 教材 をカ バー して い る。

この キ ッ トには 、"Rate Builder"お よび"Power Builder"の カー ド教材 が 、Aquaか らTanま で

10の 異 な る レベル に色分 け され 、 それ ぞれ に15枚 ず つ(し た が って 、合 計150枚 ずつ)用 意 され

てい る。"Rate Builder"は 制 限 時間 内 に要領 よ く英文 を読 み取 るための教 材 で、短 めの英文 と内

容 把握 のた めの テ ス ト問題 とで構 成 され て い る。"Power Builder"は キ ッ トの主 役 とも言 え る教

材 で 、時 間制 限 はな く、学 習者 が 自分 に合 ったぺ 一ス で 自主的 に取 り組 む。や や長 め の英 文 と内

容 把握 の ための 問題 お よび 語彙 の 問題 で構成 され てい る。 この"Power Builder"に は 、問題 を間

違 えた場合 に文 法 ・構 文 ・語彙 な どを補 充学 習す るた めの"Skills Development Lesson"が 、150

枚(237 1essons)用 意 され て い る。

キ ッ トが収 め られ て い る箱 を開 け る と、 これ らの教材 の ほか 、"Rate Builder"の 解答 冊子 が30

冊、"Power Builder"お よび"Skills Development Lesson"の 解答 カ ー ド(そ れぞれ の教材 毎 に1

枚 の解 答 カー ドが あるの で、 各150枚)、 学習 の様 子 を記 録す るため の"Student Record Book"30

冊、 リス ニ ング演習 のた めの カセ ッ トテ ー プ4本 、教 師用 のハ ン ドブ ック1冊 、 オ リエ ンテー シ

ョン用 の カセ ッ トテ ープ1本 、 さ らに色 鉛筆14色 セ ッ トが入 ってい る。 教師 は この箱 を教室 に持

ち込ん で 、学 習者 に各 自の"Student Record Book"と そ の 日の 教材 を選ばせ て 、学習 させ る。授



業が終 了す る と、学 習者 は 自分 が使 った教 材や 解 答 冊子 な どをこの箱 に戻 す こ とにな る。

3.授 業の基 本設計

SRAの2cの キ ッ トを用 いた 多読 の授 業 を行 った経 験 に基 づ き、 英 文 を素早 く読 み取 る力 を養

成す る ことを 目的 と して、人 間科学 科 の学 生た ちを 対象 に した授 業 を構想 した。 まず 、学 生 たち

の学 力 レベ ル を考 慮 して 、2cよ りも1～2段 階 レベ ルが 高 い3aと3bの キ ッ トを用 意 した。 キ

ッ トの内 容 は2cと よ く似 て い るが 、宮 田が 入 手 した もの に は、 いずれ の キ ッ トに もカセ ッ トテ

ー プ は入 って い な か っ た。3aの キ ッ トに は 、"Rate　 Builder"150枚 、"Power　 Builder"100枚 、

"Skill
s　Development　 Lesson"150枚(225　 1essons)が 収 め られ てい た。 一方 、3bの キ ッ トには 、

"R
ate　Builder"144枚 、"Power　 Builder"99枚 が収 め られ てい たが 、"Skills　Development　 Lesson"

は入 って い なか った。 その 代 わ りに、"The　 Literature　Strand"と 名 づ け られ た短 編 の名作集(25

冊)が 付属 して いた。

「英 語 リフ レッシュ」は学 生 を2グ ル ー プ に分 けて いる ため、1ク ラ スの人数 は25～27名 ほ ど

とな る。1セ ッ トの キ ッ トを使 うの にほ ぼ適 した人 数 であ る。2000年 度 は3a、01年 度 は3bを 使

用 した。02年 度 は3aを 基 本 に しなが ら、3bの 教 材 を一部加 えてみ た。授 業 内容 は年度 に よ る変

化 はほ とん どな く、[表1]に 示 した よ うに 、後 期 の授 業 が始 ま って か らオ リエ ンテー シ ョンの

た めの授業 を2回 行 った あ と、 多読 の演習 を10回 ほ ど行 い 、冬休 み か ら休 み明 け に最 終課題 に取

り組 んだ。

授業は、ほぼ以下のよ うな手順で進めた。多読演習の際の詳 しい手順 は、学生たちに配布 した

プ リン トを[資 料1]に 示 してお くので、見ていただきたい。



1)テ ー プ を用 い た聞 き取 り練 習(ク ラ ス全 体 で)

2)"Rate　 Builder"に よ る速読 演習(ク ラス全 体 で)

自分の 色 の"Rate　 Builder"を2枚 選 び 、制限 時間 内 に読 み取 り、答 え合 わせ を行 う。

3)"Power　 Builder"に よ る読解 演 習(個 人 で)

自分の 色 の"Power　 Builder"を1枚 選び 、 自分のぺ 一 スで読み 進み 、答 え合わせ を行 う。

1つ の教材 が終 わ るた び に次 の教材 を選 び 、 同 じよ うに取 り組 む。

4)必 要に応 じて、 教師 に質問/相 談(個 人 で)

日本 語 の世界 か ら英語 の世 界へ の切 り替 えが ス ムー ズ に運 ぶ よ うに、授 業 を物語 の聞 き取 りか

ら始 め る ことに した。 間き取 りは 、話 し手(こ の場 合はテ ープ)の ス ピー ドにつ いてい かな くて

は な らないの で 、"Rate　 Builder"の 教材 を決 め られ た時 間内 に読み 取 るため の準備 に もな ると考

えた。

聞 き取 り教材 は 、SRAと は まった く別 の、 ラ ジオ ドラマ風 の ミステ リー を選 んで用 い た。2000

年 度 は"Moon　 of　India"、01年 度 は"Missing　 Person"、02年 度 は"New　 York　Detective　Story"の テ

ープ を利 用 した(注3)
。 いずれ も、宮 田が真偽 問 題 あ るい は多肢 選択 問題 を作 って小 テ ス ト形

式で実施 し、答 え合 わせ を したあ とで、 ス ク リプ トを配 布 した。

"R
ate　Builder"お よび"Power　 Builder"を 用 い て行 った学 習 内容 と結果(日 時 、教材 番号 、解

答 、採 点結果 、正 答 率な ど)は 、す べて 各 自で"Student　 Record　 Book"に 記録 し、授 業終 了時 に

提 出す る。01年 度 の"Student　 Record　 Book"よ り、 あ る学 生 の"Power　 Builder"の 解 答 用紙 を

[資 料2]に 、 グ ラフ を[資 料3]に 示 してお い たの で、参 照 していた だ きたい。教 師 は これ ら

の記 録 を点検 して、学 生 たちの 学習 の様子 をチ ェ ック して 、適 切 なア ドバ イ ス を行 うことにな る。

なお 、学生 た ちが"Power　 Builder"の 学 習 を行 って い る間に、 バ ロ ック音楽 を小 さな音 で流 し

た。 これ は 、バ ロ ック音楽 が人 間の右脳 を刺激 し、言語 活動 をつ か さ どる左脳 を活性 化す る とい

う 「サ ジ ェス トピデ イア」 の考 え方 を ヒン トに取 り入れ た もので あ るが 、静寂 が支配 す る教 室は、

ち ょっ と した物音 や 隣の教 室か らの音 な どが気 にな って、 かえ つて落 ち着 か ない とい うこ とを配

慮 した もの で もあ る。

4.実 施 上の 問題 点 と工夫

(1)キ ッ トの何 を利 用す るか

SRAは 、 も とも と英語 を母 語 とす る小～ 中学 生 向 きに開発 された教 材 キ ッ トであ るの で、

大学 生が使 う場合 には、 い くつ かの 変更 を加 えて利 用す るこ とにな る。

例 えば 、"Power　 Builder"に は 、本文 の後 に、理 解度 を試 す 問題 の他 に、 語彙 に関 わ る問

題 が収 め られ て い る。 語彙 の 問題 は、発 音 と綴 り字の 関係 、接頭語 や接 尾語 の学習 な ど、大



学 生 に とって 不必 要 な もの も見か け られ る。 した が つて 、 「英語 リフ レッシュⅡ 」の ク ラス

では 、 これ らの問題 すべ て に取 り組 む ので はな く、 必要最 低 限の 問題 だけ と した。上 述 の よ

うに 、 この"Power　 Builder"に は補 充学習 用 の"Skills　 Development　 Lesson"が 用意 され てい

るが 、 これ も取 り組 ま ない こと と した。

また 、キ ッ トに は色鉛 筆が1セ ッ ト付 い てい る。 これ は、読解 の各 レベ ル に色が対応 して

お り、"Student　 Record　 Book"に 結 果 を記録 す る時 に、 それ と同 じ色 の鉛 筆 を用 いて記 録 す

るた めの もの であ る。 勉 強が進 ん で色が 変わ る と、 あ る種 の動機 づ け にな るな ど、楽 しく学

習 す るた めの工 夫 と思 われ るが 、 大学生 に は不 必 要 な もので あ る。 した が って、 「英 語 リフ

レッシュⅡ 」 の クラスで は、 キ ッ トか ら色 鉛筆 を除 いてお いた。

一 方
、 キ ッ トに付属 してい る"Student　 Record　 Book"は 、そ の ほ とん どすべ てが解答 用紙

や記録 用紙 とな って い る。 半期 の授 業 を終 了 した 時点 で 、3分 の2以 上 のぺ一 ジが何 も記入

しない まま残 って しま う。"Student　 Record　 Book"に は個 人 の記録 が 残 るた め、年 度 毎 に新

しい"Student　 Record　 Book"を 購 入 しな くて は な らない。 そ こで 、3年 目の02年 度 には 、 こ

の 問題 を解 消す る た め に 、宮 田 が記 録 用 紙 を 自作 し、 必 要 とな る量 を綴 じて 、人 数 分 の

"St
udent　Record　Book"を 用意 した。

(2)オ リエ ンテー シ ョン と時 間の割 り振 り

付属 の教師 用 マニ ュアル に したが うと、キ ッ トを学習 者 が 自主 的 に使 い こなせ るよ うに、

か な りの時 間 をか けて きめ細か くオ リエ ンテー シ ョンを実施 す る こ とに なって い る。 大学 生

レベ ルで は、オ リエ ンテー シ ョンに それ ほ ど時 間 をか け る必要 はな い。

「英語 リフ レッシュⅡ 」 の授業 は週1コ マ(90分) 、半期 で13～14コ マ 程度 の時 間 とな る。

後 期 に開講 され るので 、で きれ ば冬休 み前 に は多読 の演 習 を終 えた い。 そ こで オ リエ ンテ ー

シ ョンに2コ マ を さき、3コ マ 目か らは 、上記 の よ うな手順 で キ ッ トを用 いた 自主学 習 を開

始で き るよ うに計画 した。

"R
ate　Builder"に 取 り組 む 制 限時 間 は、3分 と決 め られ て い る。 ところが 、実 際 に行 っ

てみ る と、3分 では時 間不足 とな る学 生 が多 い こ とが わか った。 そ こで 、「英語 リフ レッシ ュ

Ⅱ」 の クラスで は、4分 と した。 これ で もま だ時 間不 足 とな る学 生 が数人 見 られ たの で 、 こ

うした学生 に対 しては、"Rate　 Builder"の み レベル を落 と して取 り組 む よ うに指 示 を与 えた。

"P
ower　Builder"の 問題 につ いて は、前 述 の よ うに、必 要最小 限 と した。 文脈 把握 に かか

わ る語 義 の 問題 まで と し、それ 以 降 はす べ てカ ッ トした た め、"Power　 Builder"に 取 り組 む

時間 は、多 くて も30分 程 度 とな った。

(3)ど の よ うに レベル を決 め るか

SRAを 用い て効果 的 な学習 を進 め るた めの最 大 の鍵 は、個 々の学 生の学 力 レベ ルに合 っ た



教材 に取 り組 ませ る こ とに あ る。 レベル が高過 ぎて もいけ ない し、低過 ぎて も困 るので ある。

その ため に、最初 の授 業 で レベ ル判 定テ ス トを実施す る。

これ は、"Student　 Record　 Book"に 収 め られ てい る"Starting　 Level Guide"を 用い る。 ここ

に比較的 短 い2つ の文 章 が用意 され てお り、制 限時 間 を設 けて取 り組 ませ る。 教師用マニ ュ

アル に、 このテ ス トの 得点別 に どの色 の レベル で学習 させ た らよい かが 一覧表 になってい る

ので、最 初 は これ に した が って レベル を決 め る。

ただ し、実 際 に この判 定 テ ス トを実施 してみ ると、確 か に学 生た ちの読 解力 には差があ る

ものの、5～6種 類 の レベル に集 中す る。1つ の レベ ル に取 り組 む ことがで きる学 生数は 、

教材 の総 点数 と、 毎時 間取 り組 む教材 の数 か ら計算 して 、6名 あた りが限度 で あ る。 そ こで、

単 に得点(=正 解 数)だ けでは な く、制限 時間 内に い くつ 解答 で きたか 、2つ の判 定テス ト

の差 は どれ くらい か、 な どを考慮 して 人数 を調整 す る こ とに なる。

もち ろん、た っ た1回 の判 定テ ス トで正確 に レベ ル を測 るの は困難 で ある。 したが って、

実際 に教材 に取 り組 ませ なが ら、適 切 な レベ ル であ るか ど うか を見極 め、必 要 に応 じて レベ

ル を変更す るよ うに指 示 しな くてはな らな い。

そ の た め の 手 掛 か りに な るの が 、 正 答 率 と所 要 時 間 で あ る。 授 業 の 最 後 に"Student

Record Book"を 集 め るの は、 そ のた めで あ る。 記録 を見 なが ら、 レベル に合 ってい るか ど

うか をチ ェ ックす るので あ る。 正答 率が5割 を切 る よ うで は、問題 で あ る。 それ が2～3回

続 い た ら、 レベル を下 げ る。 逆 に、 正答 率が9割 前 後 を コンス タン トに維 持 してい る よ うな

場 合 は、 レベ ル を上 げ る。 上 に述 べ た よ うに 、"Rate Builder"の み レベル を下 げたほ うが よ

い とい う判断 をす るこ と もあ る。

多読演 習 を2～3回 行 った時 点で 、 レベ ル変 更が 必要 な学 生にそ の 旨指 示 を出す。それ で

もまだ レベ ル が合 わ ない学 生 には、 再度指 示 を出す ことに なる。02年 度 の記録 を見 てみ る と、

4回 目の授 業 が終 わ った時 点 で レベル 変 更 した学生 が9名 、6回 目の授 業が終 わ った時点 で

変 更 した学生 が4名(内1名 は 再度 の変 更)で あ った。

5.学 習の成 果 を生かす

冬休 み を迎 える前 に、多 読演 習 の成 果 を応用 す る目的 で、 自分 が読み たい と思 う読 み物 を1冊

選 んで 、 自分 の立 て た計画 に したが って読 み進 み 、そ の結 果 を レポー ト(感 想 文 とあ らす じを合

わせ て5枚 程度)に ま とめ る とい う課 題 を与 えた。 学生 た ちに は、以 下の要領 で進 め るよ うにア

ドバ イ ス した。

1)ま ず 、 ざっ と通読 し、知 らない表 現 、忘れ た語句 な どが あって も立 ち止 ま らず に、授 業で

取 り組 んだ"Rate Bullder"や"PowerBuilder"の 要 領 で、話 の内 容 をた どる ことに心がけ る。

「ど うして も」 とい う場合 に のみ 、注 を見 た り、辞 書 を引 いた りして意 味 を確認 す る。



2)も う一度 じっ くりと、好 きなだ け時間 をか けて鑑 賞す る。 必要 に応 じて メモ を取 り、感 想

文や あ らす じを書 くた めの準備 をす る。 わか らない箇所 に つ いて調 べ る。

3)感 想 文 を 日本語 で、B5判 の400字 詰原 稿用 紙(横 書 き)1～2枚 程度 に ま とめ る。

4)あ らす じを英語 で、B5判 の レポー ト用紙3～4枚 程度 に ま とめる。 英 文は1行 お き に書

く。 あ らす じ→ 感想 文の順 で もよい。

取 り組 む 読 み 物 は 、 英 語 学 習 者 向 け に 編 集 され た"Cambridge　 English　 Readers,""Oxford

Bookworms,""Heinemann　 Guided　 Readers"な どの シ リー ズか ら適 当 と思 われ るものを40点 ほ ど選

び 出 して 、"Freshman　 English　Readers"と 名付 けた ライブ ラ リー を作 った。01年 度 か らは、3bの

キ ッ トに あ る"The　 Literature　Strand"か ら選 ん だ10点 ほ どを加 えてみ た。 冬休 み に入 る前 の4回

の授 業にお いて 、各 自で余 った時 間 を利 用 して ライ ブ ラ リー に 目を通 して、 興味の あ る読 み物 を

探す よ うに指 示 した。用 意 され た読 み物 以外 に 自分が 読み た い と思 う本 が あれ ば 、それ を課題 図

書 に して もよい こ とに したが 、実際 には希望 す る学生 は いなか った。

6.学 生た ちの反応

各年 度 の最 後 の授 業 にて、以 上 の よ うな 多読 の授 業 を従 来 タイ プの読解 の授 業 と比較 した 主な

特色 を学 生 たち に説 明 して か ら、 ア ンケー トを実施 して みた。[資 料4]に そ の内容 と3年 間の

結果 を示 してあ る。 この結果 を なが めてみ る と、SRA教 材 の難易 度 につ いて(問2の2)01年 度

の学 生が 「ふ つ う」 と答 えて い る割 合 が多 めで あ るこ とを除 いて 、年度 に よ る違 いは ほ とん ど見

られ ない。

SRAを 用 い た授 業 につ い て 「(とて も)よ か った 」(問1)と 回 答 した 学 生 の割合 が 、 全体 で

96.3%と な り、高 い支持 率 を示 してい る。 また 、SRAの 教材 につ い て(問2)、 「(とて も)面 白

か った」65.1%、 「(とて も)難 しか った」57.6%、 「(とて も)た め にな った」71・3%と な ってお

り、 「難 しい と感 じなが らも、面 白く取 り組 め て、 ため にな った」 とい う平 均像 が描 け る。

新 しい 方式が 「(とて も)よ か った」 と判 断 した理 由(問1)を 見 てみ る と、 「自分 の レベ ル に

合 った教 材 で取 り組 めた か ら」 「各 自のベ ー スで 学習 で き るか ら」 「予 習 がな くて 楽 だった の で」

「い ろい ろな話 が読 めて よか った」 「辞書 に頼 らな くなった 」 「英 文 レベル で の理解 がで き るよ う

にな った」 「本物 の英 語 力が身 につ いた と思 う」 な どに整 理 で き る。 代表 的 な意 見 を紹介 してお

こ う。 末 尾の か っこ内は履修 年度 を示す。

・教材 が 自分 の レベ ル に合 っ た もの で あった し、 予習 が あ る と、つ いつ い分 か らない 単語が あ る

と辞典 で調 べが ちで あるの で、授 業 中で あ る と分か らない単 語 も前後 か ら推 測 して読 ん でい こ

うとす る意思 が働 くか ら。[00年 度]

・各 自の レベル に合 った教 材 だか ら、簡 単す ぎて手応 えが ない とい うこと も、難 しす ぎてや る気



がな くな る とい うこ ともな くて よか った。 毎 回、物語 っぽ いの とか 、理系 の話 とか、違 った話

を読む の も、い ろん な ジャ ンル の英 文 を読 む のに役 立つ と思 う。[00年 度]

・レベ ル がみ んな 同 じで な いの は 当 り前だか ら
、 自分 に合 った ものがやれ るのはいい と思 う。細

か い所 に こだわ りす ぎた り、不 自然 な訳 が な いの もいい です。[01年 度]

・自分 で好 き なベ ー スでや れ るか ら意欲 が出 る
。 み ん な と同 じベー スだ と、 ど うして も無理 が出

る し、 「や ら され てい る」 とい う感 じが す る。[00年 度]

・予習 を前提 とす る授 業 は
、予 習 を して こな い と授 業が な りたた ないた め、私 に とって苦痛で し

た。 また 、別 に面 白い と感 じな い文章 を読 ま され 、英語 を身 につ け る とい うよ りは強制 的 とい

う感 じがぬ ぐえませ ん。 です が、 この授 業 は 自由な感 じが しま した し、好 き な話 が読 めます し、

英 語の課題 をや らされ た の も新鮮 で、 よか ったです。 す ご く課題 はて こず りま した けれ ど...。

[02年 度]

・英 文1文1文 を細 か く 日本 語 にす る こ とを考 えず に読 め るの で
、 日本 語で理 解す る とい うよ り、

英語 の まま頭 に入 るこ とが 多 くな った気が す る。 自分の レベル に合 った教材 も、 とて も良かっ

た。[00年 度]

・高校 の頃 は単語1つ1つ に こだ わ りす ぎて
、な かな か話が進 まなか ったが、 この授業 を受 けて、

あ る程 度の ス ピー ドで英 文 を読 め るよ うに なっ たか ら。[02年 度]

「英 文 を素 早 く読み 取 る力 を養 成 す る とい う 目標 に 、 どの程 度 近 づ い た と思 い ます か」(問

3)に 対 す る記 述 を整 理 してみ る と、 「目標 に近 づ いた」 と判 断 してい る学 生 が65名(81 .3%)、

「変化 ない」 と考 えて い る学 生が11名(13 .8%)で あ った。 残 りの4名(5.0%)は 、 「読 む力 と

単語 力 が落 ちた 」 「素早 くとい う以 前 の問題 」 「あま り意識 してい ない 」 「大 学入 試の 時が ピー ク

だ った」 な ど と自己評 価 してい る。

「目標 に近 づ いた 」 と判 断 した理 由 と しては 、 「読 むス ピー ド力 がつ いた」 「わか らな い単語や

表現 を気 に しな くな っ た」 「概 要/あ らす じをつ か める よ うに なった」 「日本語 を意識 しな くな っ

た」 な どが 目だ った。

また、 「英語 リフ レ ッシ ュⅡ 」 の授 業 全体 につ い て の感 想(問5)の 中 に、下 の学 生の よ うに、

授 業の 冒頭 で行 った リスニ ングに対 す る印象 が よか った とい う記述 が多 く見 られ た。

・リスニ ングの ス トー リー が大 変面 白か った です
。 推理 小説 で 、読み手 の方 た ちも とて も うま く

て、 ワク ワク しなが ら聞 くこ とが で き ま した。 「英語 だ よ!」 とい う苦 手意 識 がな くな りま し

た。英語 も言 葉 な のだ と実感 で きま した。授 業 もとて もよか ったです。[02年 度]

さて 、問1で 、 従来 のや り方 と 「かわ らない」 と答 えた3人 の学 生 は、そ の理 由をつ ぎの よ う

に述 べ てい る。
㍉



・個 人のぺ一 ス でや れ るのは いい け ど、みん なで ひ とつ をや るの もいいか ら。[01年 度]

・時 間内 に終 わ らせ よ うと して あせ って しまい、斜 め読みや カンで答 え るって ことを何 度 か して

しま った ので 、結 局 は、従来 のや り方 と理解 度 は同程 度 だ ったか ら。[02年 度]

・問題 を終わ っ て話 がわ か らない と、 わか らない ままだか ら。[02年 度]

最初 の意見 は個別 学習 その もの に否定 的な もの で あるが 、あ との2人 は 、理解 が 不十 分 な場合

の 問題 点 を指摘 してい る。 これ と同様 な指摘 が 、 「今後 改 善す る と した らどん な こ とが 考 え られ

ます か」(問4)と 意 見 を求 めた回答 の 中に も散見 され た。例 えば、以 下 の よ うな指摘 で ある。

・最後 まで読 んでみ て、や っぱ り分 か らな くて気 にな った ところや 、 問題 でま ちが えた とこ ろは、

(調べ た りして)分 か るまで 考 えてみ たい。[00年 度]

・英文 を読ん でいて わか らない 単語 もで て くるけれ ど
、後 でそれ を復習 す る機 会 が ほ しい。 英文

を返 却 して しま うとも う忘れ て しま って、 次 回同 じ単語 で また苦 しむ こ とにな るの で。[00年

度]

・わか らない こ とを読み とば して、後 で辞 書 をひ くのが 面倒 で ほった らか しに して しま うこ とが

あ った。 きちん とや らな いの が悪 い とは思 うけ ど、復 習 させ る よ うな方法 を付 け加 え る と良 い

と思 う。[02年 度]

・素早 くさっ と読 ん だ後 、 わか らなか った所 はや っぱ り復 習 した 方が 良い ん じゃな いか と思 う。

授 業 中はその時 間が ない ので 、い ちお うメモ を取 った りしたが 、結局 そ のま まに なって しま っ

たので..一。[02年 度]

その他 、改 善点 と して、 「教材 に書 き込 め る よ うに して ほ しい」 「和訳 が ほ しい」 「最 後 の課題

に工夫 を」 「バ ロ ック音 楽 が かえ っ て気 にな った 」 な どの指 摘 が あった。 それ 以外 の意 見 か らい

くつ か紹介 してお く。

・手 を抜 こ うと思 え ばい く らで も抜 くこ とがで きて しま うし
、答 え あわせ の見 直 しの時間 もあま

りない ので、Power　 Builderの 時 間 を最長30分 とか 、決 め た方が い い。[00年 度]

・も う少 し答 えが 詳 しか った ら、 どん な 間違 い を した の か がす ぐわ か っ て いい と思 う。[00年

度]

・教材 の 内容が 、 も う少 し面 白い ものが多 い といい な と思 った。 国語 とい っ しょで 、説 明文 っぽ

いの はあま り楽 しくない。[02年 度]

・時間 が中途半端 に余 る ときが あ る こと。[02年 度]

・毎回 同 じことを繰 り返 してい たの で、力 は のび てい るの か も しれ ない が、飽 きて くるの も事実 。



[02年度]

・ランクを上げた り下げた りす る回数がも うちょっ と増 えたら、もっと上を目指そ うとして意欲

がわ くかな...と 思 う。[02年 度]

・「レベルを下げ られ た」 とい うことがす ぐにわかると
、意欲が低下 しま した。でもこれは人そ

れぞれであ り、逆にがんばろ うとい う人もいるかもしれませんが、私はとても悲 しかったです。

嫌で した。[02年 度]

SRAは 、そ もそも、個人差に対応す るために難易度の異なる教材を用意 している点に最大の特

色があった。 「英語 リフレッシュⅡ」の授業 を設計す るにあた り、 この特色を生か して 「英文を

素早 く読み取 る力」を養成す ることと、それを応用 して原書を1冊 読破す ることをね らった。以

上のアンケー ト結果か ら、初期の 目的がほぼ達成 された と判断できる。

改善点や要望 として 「教材 に書き込みたい」「和訳がほ しい」 「詳 しい答 えがほ しい」「面白い

内容の教材を多 く」 「飽 きて くる」などの意見が寄せ られたが、SRAの 教材を使 う場合には、残

念なが ら対処できない。一方、「わか らなかった箇所を復習 したい」 「時間が中途半端 に余ること

がある」 「レベルの変更 を工夫 してほ しい」 とい うよ うな声に対 しては、何 らかの対応策を考え

な くてはな らないだろ う。 その点、「PowerBuilderの 時間を最長30分 に決める」 とい う提案には

魅力がある。個人差に対応するとい う原則 に反するものの、ある程度の時間制限を設 ければ、不

明な箇所や間違えた問題の学習に時間をさくことができるし、中途半端に時間が余るとい うこと

も防げるか もしれないので、検討 してみたい。

8.結 びにか えて

学生たちは、SRAを 用いた ような個別学習の授業を、中学や高校ではあま り体験 していない と

思われる。1人 の教師のもとで大勢の生徒が学習す る一斉授業を受 けるなかで、ともすると受け

身になりがちな学習スタイルに慣れて しまった者にとって、各 自の レベルに したがって教材 を選

び、 自分のベースで学習を進め、それ を自分で記録するとい う学習形態が、はた して うまく機能

するか どうか、不安であった。いざ始 めてみる と、これが取 り越 し苦労であったことがすぐに判

明した。それはアンケー トの結果か らも明 らかである。

SRAを 利用 した多読の授業を始めて4年 目を迎 えているが、学生たちが新 しい学習体験 を味わ

いなが ら、英語 レベルでの理解を素早 く行 える読解力が身につ くよう、個々の学生にきめ細かく

対応 した授業 を実現 したいと願っている。



[資 料1]"SRA　 Reading　 Laboratory"を 用 い た 学 習 要 領

〔1]"Rate　 Builder"の 学 習

1 "Student　 Record　 Book"と"Rate　 Builder　 Key　 Booklet"を も らい 、 自分 の カ ラー の"Rate

Builder"を2枚 選 ぶ 。"Student Record Book"表 紙 の 一 覧 表 の 該 当 箇 所(番 号 の マ ス)に

斜 線 を入 れ る。

2 "Rate Builder Record Page"を 開 き 、Number,Color欄 に 記 入 す る。

3 「始 め 」 の 合 図 で 、1枚 目 の"Rate Builder"に 取 り組 む 、,

4 「つ ぎ 」 の 合 図 で1枚 目を 終 え 、2枚 目 の"Rate Builder"に 取 り組 む 。

5 「や め 」 の 合 図 で 解 答 を 終 え 、"Rate Builder Key Booklet"の 該 当箇 所 を 見 て 自 己採 点 す

る 。

6 採 点 の 結 果 を"Rate Builder Record Page"に 記 録 し、 正 答 率 を 記 入 す る。

7 "Rate Builder Progress Chart"(最 終 ぺ ー ジ)を 開 き 、 表 と グ ラ フ を 作 成 す る。

8 表 紙 の 一 覧 表 の 該 当 箇 所 に 斜 線 を も う一 本 入 れ る(→Xと な る)。

[2]"Power Builder"の 学 習

1 "Rate Builder Key Booklet"と"Rate Builder"を 返 し 、 自 分 の カ ラ ー の"Power

Builder"を1枚 選 ん で 、"Student Record Book"表 紙 の 該 当箇 所 に斜 線 を 入 れ る。(前 回 途

中 で 終 わ っ た"Power Builder"が あ る 場 合 は 、 そ れ を も う一 度 選 ぶ こ と)

2 "Power Builder Record Page"を 開 き 、Number,Color,Date欄 に 記 入 す る。

3 開 始 時 刻 を記 入 して か ら、 読 み 始 め る。("Learn About Words"のC,D,Eの 問 題 は や

ら な くて よい → 問 題 のAとBの み や る)

4 "Learn About Words"のBま で 解 答 した ら、"Power Builder Record Page"に 終 了 時 刻 を

記 入 し、 所 要 時 間 を 計 算 して お く。

5 取 り組 ん だ"Power Builder"と 同 じカ ラー/番 号 の"Key Card"で 自 己 採 点 す る。

6 採 点 の 結 果 を"Power Builder Record Page"に 記 録 し、 正 答 率 を 記 入 す る。

7 "Power Builder Progress Chart"(表 紙 裏)を 開 き 、 表 と グ ラ フ を作 成 す る。

8 表 紙 の 一 覧 表 の 該 当箇 所 に斜 線 を加 え てXと し、 終 了 した こ とを 記 す 。

9 辞 書 で 単 語 や 語 句 を調 べ な が ら、 間 違 え た 問題 を や り直 す 。

10 "Power Builder"と"Key Card"を 返 す 。 時 間 が あれ ば 、2枚 目の"Power Builder"を

同 じ要 領 で 学 習 す る。

[3]整 理

1 授 業 時 間 が 終 わ りに近 づ い た ら 、適 当 な と こ ろ で 学 習 をや め る。

2 "Power Builder"な ど を 返 却 し、"Student Record Book"を 提 出 す る。

[4]注 意

1"Rate Builder"や"Power Builder"な ど 、 皆 で 使 用 す る もの に つ い て は 、 書 き込 み を禁

止 しま す 。 て い ね い に扱 っ て くだ さ い 。

2質 問 が あ れ ば 、 遠 慮 しな い で た ず ね て く だ さ い。



[資 料2]　 "Power　 Builder"の 解 答 用 紙:実 例



[資 料3]　 "Power　 Builder"の グ ラ フ1実 例



[資料4]　 アンケー トの内容と結果



[注]

(1)宮 田 学 「新 しい 『英語』 カ リキ ュラムの展 開 －ラ イテ ィング分野 にお ける誤文指 導 －」(名 古屋 市

立大学 人文社会学 部研 究紀 要第4号 、1998年3月)

宮 田 学 「新 しい 『英語』 カ リキ ュラムの展 開(2)一 教 養英 語の完 成 に向けて ー」(同 紀 要第7号 、

1999年11月)

(2)宮 田 学 編 『ここ まで通 じる 日本 人英 語 一新 しい ライテ ィン グの すす め』(大 修館 書店 、2002年10

月)

(3)"Moon　 of　India"は"East・West 1'(Oxford University Press, 1988)に 収 め られ てい る リスニ ング教材 、

"Mi
ssing Person"はLongman社 発 行(1983年)の リスニ ン グ教材 、"New York Detective Story"はDHC

社 発 行 『映画英語 の リスニ ン グ』(1998年)の 音 声教材 であ る。


